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平成 3年 4月 9日 

衆議院本会議可決  

 

 

 この度のゴルバチョフ大統領の日本訪問を両国首脳間の直接対話の実現として歓迎

するとともに、史上初のソ連邦元首の訪日が北方領土問題を解決し、日ソ関係の画期的

な発展を実現するための突破口となることを強く期待する。  

 

 北方領土の返還実現は、日本全国民の長年の悲願であるにもかかわらず、戦後 45 年

を経過した今日もなお、歯舞、色丹及び国後、択捉等の北方領土問題が解決せず、日ソ

両国間に平和条約が締結されていないことは、誠に遺憾なことである。  

 

 北方領土問題を解決し、平和条約を締結することにより日ソ両国間に真に安定的な平

和友好関係を確立することは、両国のあらゆる分野での協力関係の飛躍的発展につなが

るものであり、また、今日の国際社会における新しい国際秩序造りに大きく貢献するも

のと確信する。  

 

 よって政府は、かかる国民の総意と心情に応え、日ソ間に真に安定的な平和友好関係

を確立するため、ゴルバチョフ大統領の訪日を機として、北方領土の返還を実現し、平

和条約を締結するよう全力を傾注すべきである。  

 

 右決議する。 


